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第 345 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

誠意と思いやり 〜『人をその気にさせる』 〜 

 

最近、筆者は、講演会で【日本国のお寺と教会の数】に関する質問をされることがある。 3 周年

記念誌『お寺でも がん哲学外来カフェを始めよう』(2025 年６月 8日 発行)の巻頭言に《【がん

哲学外来『あんしんカフェてんねい』】の代表である沖悦子氏(東京都青梅市にある曹洞宗の『天

寧寺(てんねいじ)』の住職の奥様)から、『これからも心してがんばります。』との真摯な励まし

のメールを頂いたものである。 『樋野動物園』(画像)にも入所され、奥様は『仔牛（こうし）』、

ご主人は、『ウミウシ』）である。『天寧寺』は鎌倉時代の道元(1200-1253)(中国の宗に渡り、1227

年に帰国）のゆかりの鎌倉時代に始まる曹洞宗の寺院である。  

 

『沖(オキ)&興(オキ)症候群』も創設された。 

『沖(オキ Oki) & 興(オキ Oki)』症候群の 3か条 

１．海の沖(Oki)を見つめる 

２．火を起こす【火の(樋野:Hino）起き(興:Oki）を(夫)】 

３．向上心のある虫＝誠意と思いやり 

》と記載した。 沖悦子氏の『あとがき』で【先生の、『人をその気にさせる』術中にハマってし

まいました。】との『ユーモア溢れる励まし』を頂いた。 

 

『教会でも がん哲学外来カフェを始めよう』(2019年 12月 10日発行 日本キリスト教団出版局 樋

野興夫編著)も出版された(画像)。 『お寺と教会の懸け橋の歴史的到来』となろう！ 

 

【『からし種』 ＝ 『どんな種よりも 小さいのですが、成長すると、どの野菜よりも大きくなり、

空の鳥が来て、その枝に巣を作るほどの木になります』 これは『時代を超えて、時代を愛する ＝ 

がん哲学 ＆ がん哲学外来』の原点である。 まさに、『21 世紀の医療のとびらを開く』となろう。】

＆【医療の発祥：『最も剛毅なる者は 最も柔和なる者であり、愛ある者は勇敢なる者である』と

は、『高き自由の精神』を持って医療に従事する者への普遍的な真理であろう。『他人の苦痛に対

する思いやり』は、医学、医療の根本である。】  
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